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エストニアにおける民族間統合と歴史認識をめぐる問題に関する一考察
88
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の主たる民族コミュニティが同じ国民として過去の歴史についての共通の認
識を共有できるかどうかといったナショナル・アイデンティティをめぐる問
題と密接に結びついており，その成否はロシア語系住民の社会統合問題の今
後の行方を左右するメモリーの民主化をめぐるこうした議論の進展如何に大
きく係っていると言えるだろう。
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